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家庭 と の 連携 を考慮 に 入 れた保育 に 関す る 研究一子育て 支援 の
一

環 と して
一

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 吉田 ほ ほ

（兵庫 教 育大 学大学 院生 ）

研究 目的

　家庭と保育の場との 連携で、最も小さな単位は養育

者と保育者の連携である。そ して、家庭との連携を考

慮した保育と なる と、そ の中心 に子どもが置 かれ、子

ども ・養育者 ・保育者の三者が存在して い る中で保育

が行なわれ る。つ まり、家庭との 連携を考慮に入れた

保育 は、こ の三 者の連携が なければ成 り立た な い。

　本研究で は、保育の現場に求め られ て い る 子育て支

援の一
環として行なわれる、家庭との連携を考慮に入

れた保育にお い て 、子どもを中心 と した三者が良好な

関係を成立させるための手がかりとなるもの を、実際

の保育の現場から見出そ うと試みたe そこで、子ども・

養育者 ・保育者が確実に揃う時間で ある登園時間の観

察 を通して研究を進め、入園したばか りの養育者と子

どもの変化 を追うこ とに よっ て、そ れぞれが新しい環

境で保育者との 信頼関係を築くまで に必要として い る

もの は何か につ いて知り．また、その 思 い を 受け止め

る保育者の 姿から、家庭 との連携を深める保育のあり

方 につ い て 考察 した。

研究方法

　平成 13 年 （2001）5 月より 7 月および平成 14年

（2002）4月よ り 7 月まで兵庫県内F 園に て、登園時

の関わ りにつ いて VTR 収録を行なっ た。観察時間は、

子 どもが登園してから自由な遊びの 間 に行っ た。

　F 園では、次の 2点につ いて VTR 収録を行な っ た。

（1）仲間 同士遊べ な い幼児 お よ びそ の 養育者 と保育

　　者 、 また幼児から離れる こ との できない養育者お

　　よ びそ の 幼児 と保育者 との 関わ り。

（2）登園時 の 三者関係から．登園後、幼児が遊びを

　　見つ けて思い を出して遊ぶまで 。

　撮影にはデジタル ビデオカメ ラ 1台を用 い 、固定 は

せずに観察者が遠方 （保育室外）から撮影した。音声，

ビデオに写 っ て い な い細かな点につ い て は撮影後、筆

記記録をすることで補 っ た。子 どもの 自然な姿を観察

するため、保育室内に入 る ときは VTR 収録を行なわ

ず、筆記記録 とした。ただし．子どもが観察者との関

わ りを求めた場合は撮影を止め、関わ りが終わ っ た後

に筆記記録した。

　平成 14年 （2002）5月よ り 7月まで、兵庫県内M

園にて 登園の 様子につ い て、週に 1−−2回、実際に現場

で 子どもたちと触れ合い ながら観察を行っ た。また、

2001年 10月より 2002年 2 月まで、子 ども達の 日常

生活全般の内面理解を深め るために先と同様 の 方法で

観察を行な っ た。記録の 方法は観察中または観察終了

後に筆記 した。

事例からの考察

○養育者 の 思 い

　養育者の 思 い を知るために、母親から離れ難い 子ど

もを持つ ひとりの母親につ い て継続的に観察を行なっ

た。子どもで ある A 児は 3歳児クラス に入園 したばか

りであっ た。入園当初から、大きな声で泣く事はなか

っ た が、母親と は離れ に く く，母親と離れ た後も保育

者と共に行動す る こ とが多か っ た。母親は．なかなか

自分か ら離れず、また、身支度 の 最中に他 の こ とに興

味が移り、他の 子ども達よりもス ロ
ーペ ース になっ て

しまうA 児を見て、険しい表情を見せ る 事が多か っ た。

　険しい 表情で 登園 して いた母親 で あっ たが、幼稚園

生活や保育者と親しむうちに、A 児に対す る 関わりに

も余裕が出てきた。母親は、喜んで保育室に入 っ て い

くA 児の 姿を見て、保育者と顔を見合わせ て、何も言

わずに笑い あ っ て い る。この こ とから、母親は、A 児

の 姿を嬉しい 気持ちを持っ て 見て い るこ とがわかる。

これは、A 児 の 母親は育児の喜びを感じて い ると言 う

こ とが で き よ うe 保育者 と母親は こ の と き、何 も会話

を交わしてはい ない が、A 児を介して気持ちを共有す

る こ とに よ っ て 、互 い の 信頼関係を深め る こ とが で き

た と言え る。この こ とは、保育者と養育者が A 児を見

守る喜びが感じられ、養育者と保育者が共に子どもを

育て る喜びを見出 して い ると言える。

○子どもの思い

　次に、子どもの 思 い にっ い て知るこ とを目的として、

母親と離れる こ と に不安を感じて い る と観察者が感 じ

た B 児につ い て、継続的に観察を行っ た。B 児は入園

した直後から母親と離れ る ときに．泣くこ とはなかっ

たが、母親が乕っ て行っ た方向をい つ まで も保育室か
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ら見て い る こ とが多か っ た．

　B 児は保育室内で は、おもちゃ の 横に ひ と りで座っ

て い る こ とが多か っ た 。 しか し、おもちゃ には全く興

味を示していなかっ た。B 児は誰かが自分の そばに来

た時だけ、それらを用い て関わ っ て い る こ とがわかっ

た。また、関わりを持っ こ とができた相手が去っ て い

くと、おもち ゃ を置いて 立ち上 が っ て探したり、目で

追っ て い た。こ こから、B 児は．物的な環境よりも、

関われ る相手をもとめて い ると考えられる。子どもは、

子ども自身が置かれて い る場にお いて、精神的な安定

を得なければ 「遊びた い」 と い う思 い は育まれない と

言 え る 。

○保育者の 受け止め

　こ れまで の 事例から、登園時に は母親と子どもは、

それぞれの 思 い を持っ て お り、そ の思い を受け止めて

もらえる場が必要で あると言える。

　次 に、登園時間にお い て、その よ うな子どもの思い

と養育者の思 い を保育者が受け止めて い る保育者につ

い て 考察した。

　C 児は 泣きながら登園したが、担任との や りと りや、

母親に滑 り台で 遊びた い というこ とを要求する など、

母親と保育者と の関係を楽しんで い る よ うに も見えた。

養育者はそ の要求 に応 え、保育者も止めずに、C 児の

楽しい気持ちに添 っ た発言をして い る。C 児は自分の

思 い を受け止めて もらっ た後、自分から保育者 に抱っ

こを求めて い る。

　最初担任が 「C ちゃ ん、お い で。」 と言 っ たときは C

児は母親か ら離れなか っ た。これはまだ C 児が母親と

の 関わ りを求めて い たか らと考えられる 。 しか し担任

は無埋に C 児を引き取るの で はなく、C 児の思い に応

えようとして 、C 児を遊具まで連れて 行 っ た母親に合

わ せ ，ふ た りに 「ええなあ eC ち ゃん。」 と声をかけて

い る。こ こで は、母親とC 児の 二者の関係に保育者が

「見 て、言葉をかける」 という形 で参加し、三者の関

係が成立 して い る と言え る 。 この段階では C 児と母親

のっ なが りが強い が、C 児は滑り台か ら帰っ て きた後、

2度 EIに保育者が言葉をかけた時に は、自分か ら手 を

伸ばして い る。この こ とから抱っ こしてもらう対象が

代わる こ とで、母親から保育者へ と信頼関係を移行し

て い る こ とがわかり、C 児から保育者 との 関わ りを求

めたか らと言える。

　また、仕事の ために、すぐに母親が仕事に行かなけ

ればならなかっ た D 児は、激 しく泣い て来たが．保育

者が状況を見 て集ま っ て 来た。この 時、互 い に揖示は

なかっ た。この こ とよ り、こ れらの 行為は 日常の 保育

の 中で 自然に 行われ て い る こ とで ある と考え る こ とが

で きる。集まっ てきた保育者たちは D 児に話しかけ、

その間に担任は母親 と会話して い る。担任は子どもの

状態だけで なく、養育者の 状態につ い て も話を聞 い て

いる 。 その間も D 児には、他の保育者が関わっ て い る。

そ して、母親が去 っ て い く と きに は担任が D 児を抱き

かかえて い て、D 児が泣き止む まで担任は抱っ こ した

ままテ ラス に座っ て いた。 こ こで、D 児は、どの時に

も関わっ て くれる 大人が い て、 1人 になっ て い ない こ

とがわ か る。

　こ こで は．保育者同士の支え合いが自然な形で行な

われて い た。家庭との連携の 基本には社会全体で子ど

もを育て る とい う、現在打ち出されて い る 子育て支援

の 思想が根底にある。つ まり，連携を図る と い うこ と

は、養育者と保育者の個人的なつ なが りを意味する の

ではなく、保育の 現場に関わ る者すべ て が、ひ とりひ

と りの 子どもと養育者との 関わ りを深め る とい うこ と

である 。

まと め

　登園時間は余裕のない時間であるか らこそ、互 い の

思 い が表出しやすく、三者の 関係を良 い もの に も悪い

もの にも築き上げる 。 登園時間は、非常に慌し く、ま

た、．’f’どもと養育者の思い は各人で異なるもの である

か ら、ひ と りの保育者がすべ て の思 い を即座に知り、

それに応えて い くこ とは難しい 。 しか し、本研究を通

して出会 っ た保育者の多く iよ 日々の 生活に根ざした、

信頼関係の構築の重要性を語 っ て い る。こ の こ とを大

切 に して い る保育者は、慌しい 登園時間で あっ て も、

凵々 の関わ りを通して知っ た，子どもや養育者の思い

を推 し量りなが ら保育を展開して い くこ とが可能とな

る の であろう。

　登園時間は 10 の 始まりで ある。予ども
・養育者

・

保育者が、毎朝の わずかな時間を大切にして ．三者 の

関わ りを持つ こ とは、1 日を共に創 り上げる者として

互い に認め合うことで ある と言える，登園時間の 良好

な三者関係の 成立は、結果 として それぞれの 育ちを喜

び合うこ とにつ ながっ て おり．そ こには保育の本質が

含まれて い るように感 じた。養育者と保育者の二 者が、

直接子 ども に関わ る者で ある こ とを自覚し，子育て の

共同体として保育を考えた上で、子どもに関わ り、良

好な三 者の 関係を築くこ とがで きる 保育を、家庭との

連携を考慮に 入れ た保育 の ひ とつ の 方向性として 考え、

今後も取り組み続けたい．
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